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　在学生の皆様、卒業生の皆様、そして教職員の皆様、大変お忙しいこの時
期にお集まり頂き有難うございます。短大生と創立者との絆を深めたこの
101 教室が、最終講義の場となる喜びを嚙み締めています。
　授業と同様に、お気に召さず退屈な講義となりそうですが、私の最後の足
掻きとおもってお聞きください。
プロローグ
　昨年 12 月に 70 歳を迎えました。体力には自信がありません。でも、とて
つもなく無理があると非難されることを承知のうえですが、気概だけは、今
でも、これからも、いつまでも 18 歳の正義感に溢れた血気盛んな若者であ
り続けたいとおもっています。
　ご存知のように「人生 70 古来稀なり」（杜甫「曲江詩」）とされています。
確かに、厚生労働省（「平成 28 年簡易生命表の概況」平成 29 年７月 27 日、
２頁）によれば、私が誕生した 1947（昭和 22）年の平均寿命は、男 50.06 歳、
女 53.96 歳ですので、その当時でも、70 歳まで生きるのは稀だったかもしれ
ません。平均寿命が男女とも 70 歳を超えるのは、1975（昭和 50）年です。
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　他方、平成 28 年現在 70 歳の男の平均余命は、15.72 歳、女 19.98 歳です。
平均余命で計算すると、私は 85.72 歳までは生きるかもしれません。現在 20
歳の女性の平均余命は、67.46 歳ですので、在学生の皆様は、87.46 歳位まで
存命するのでしょう。これは平均余命なので、それ以上生き続ける可能性が
あります。
　ある海外の研究（Human Mortality Database, U.C. Berkeley(USA) and 
Max Planck Institute for Demographic Research(Germany)）によりますと、
「日本では、2007 年に生まれた子供の半数が 107 歳より長く生きる」と推
計されているようです（「人生 100 年時代構想会議 中間報告」平成 29 年 12
月、１頁）。この研究からすれば、2017（平成 28）年現在 10 歳である子が
107 歳ですから、在学生の皆さんは、100 歳位まで長生きするかもしれません。
　人生 100 年時代に備えるために、社会制度の改革はもとより、個々人の生
活の仕方も見直さなければなりません。昔もそうでしたが、これからも、社
会は、めまぐるしく変動することでしょう。移りゆく世の中の荒波に流され
ることなく、私たちに襲い掛かる社会からの挑戦に応戦するために、学生時
代のみならず、社会人になっても弛まず学び続け、賢く人生の荒波を乗り越
えましょう。
　これから、恥ずかしながら私の学びの道を辿ります。私の拙い経験を笑い
の種として、他山の石として頂き、「明日（あした）に生きる」皆様の一助
となるよう願っています。そして、生涯にわたり学び続けて下さい。
　私には、学びの道に導いて下さった二人の恩師がおります。大学時代のゼ
ミナール担当教授と大学院時代の主専攻担当教授のお二人です。
Ⅰ．学びのエントランス～大学時代～
　学びの道の第一歩は、大学への進学でした。1947（昭和 22）年生まれの
私たち団塊の世代の第一期生が、現役で受験を迎えたのは 1966（昭和 41）
年です。そのときの 18 歳人口が約 249 万人（大学への進学率は男 18.7％女
4.5％）でした。2018（平成 30）年での 18 歳人口は、その半分以下の 118 万
人と推計されています（www.stat.go.jp/data/chouki/zuhyou/25-12.xls）。入
学試験の競争率は、30 倍以上ある大学も珍しくなかったと記憶しています。
　そのような時代に、私の決断が失敗であったとおもう四つの苦い経験を味
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わいます。
　1966 年２月、滑り止めと位置づけていた大学の試験の当日、発熱し、昼
食を受け入れられないほどの体調でした。今でも思い出します。学食のト
ンカツ定食のキャベツしか口に入らず、トンカツを殆ど残してしまったこ
と。その日、国語の入学試験監督の先生が「ここの国語は、とても難しいか
ら、できなかったといって、諦めないように…」とその部屋の受験生に向け
ていわれました。発熱でボーとして受験した私には、最大の激励となりま
した。受験したその大学は、我が家から自転車で通えるほどの距離でしたが、
世間的には無名でした。その学園は、男子御三家として名を馳せる高校を設
置していました。入学直後、高校の附属大学的な大学に進学したことに嘆き、
大学選びは失敗であったと思い込みます。これが一つ目の失敗です。しかし、
失敗とおもったのは、私の大いなる勘違いでした。国語の入学試験の監督の
先生こそが、その後の私の人生に大きな影響を及ぼすことになる教授でした。
この教授により、学びの道を切り拓いて頂くことになります。
　二つ目の私の決断の失敗は、第二外国語（１・２年次必修科目）としてフ
ランス語を選択してしまったことです。美しい響きに聞こえたフランス語に
憧れただけで科目選択を決断したのです。フランス語は、私に取りまして発
音が難しく、文法も面倒でした。いやいや受けた授業のひとつとなりました。
四苦八苦したフランス語が、その後、フランスの会計学の学びの第一歩とな
るとは、そのときには思い至りませんでした。
　三つ目の失敗は、３・４年次に配当されていたゼミナールの選択です。当
時、軽い気持ちで、将来公認会計士か税理士になる心算でいました。そこで、
財務会計の分野を研究対象とするゼミナールを選びました。国語の入学試験
の際の試験監督がそのゼミの担当教授でした。とても厳しい教授で有名でし
た。その教授の担当する３年次の必修科目「財務会計論」の単位を落とす学
生は、受講生の半分ぐらいでした。単位を取るためには、相当時間勉強しな
ければなりません。そのような教授のゼミナールは、やはり大変でした。商
業高校出身の優秀なゼミメンバー（Seminaristen）は、高校時代に身につけ
た専門用語を駆使してよく発言していました。普通高校出身だった私は、ゼ
ミ幹事ではありましたが目立たない存在でした。悪いことに、他大学の大学
院在学中の先輩二人（その後、世田谷区駒沢所在および文京区本郷所在の大
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学教員となります）がゼミナールの授業に参加していました。教授とともに、
不用意な発言があれば手厳しく指摘します。周到に用意してゼミナールの授
業に臨まなければなりませんでした。教授と大学院生間で、レベルの高い議
論が交わされていると感じていました。ゼミナールの教室で座していること
自体が、苦痛でした。ゼミの選択の決断が失敗であったとおもいました。私
が卒業時に執筆したゼミ論文は、ゼミ担当教授から渡された英語文献を使う
羽目になります。
　或る日、進路について、公認会計士を目指していることをゼミ担当教授に
伝えました。するとこんな反応がありました。「公認会計士になって人のお
金を計算しても面白くないヨッ」と、そして「それよりも大学の教員になっ
たらいいのでは…」といわれました。公認会計士試験の勉強に嫌気が差し
ていましたので、渡りに船の話に飛びつきました。半信半疑で、「僕でも大
学教員になれますか？」と質問。可能性がないわけではないとの返事。私は、
ゼミナールの授業で多くを語れるゼミ生（Seminarist）ではありませんでし
た。それでも、私をそのように買いかぶっておられたことに驚きました。し
かし、その一言がありましたので学びの道に進む希望を抱くことになります。
　それでも、４年次に就職試験に挑戦しました。アナウンサーになるという
淡い夢を抱いて、放送局を受験しますが、すべて不合格。この就職試験の失
敗も数に入れれば、四つ目の失敗といえます。
　アナウンサーの夢破れ、しかたなく、大学院に進学する決断をします。４
年生の当時、その大学には大学院が設置されていませんでしたので、他大学
を受験することになります。
Ⅱ．学びのオープニング～大学院時代～
　大学は我家から一駅のところにあり、通学を楽しむことができませんでし
た。しかし、千代田区所在の大学院でしたので、都会にいることを実感でき
ました。その大学院の主専攻の担当教授が第二の学問上の恩師です。この教
授は、大学院生が研究対象を自由に選ぶことを許していました。
　少し難しくなりますので、眠りながら聞いてください。「会計学」という
と一般には、帳簿記録方法や貸借対照表・損益計算書などの財務諸表作成の
技術としての行為側面が強調されてしまう傾向があります。確かに、帳簿記
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録にしても財務諸表にしても、実際の社会生活のうえで必要とされて生まれ
てきた社会的用具です。社会的用具である実践としての会計は、それが生ま
れてきた社会と密接に関わっています。「会計学」は、実践としての会計と
社会・経済動向との関係性を解明する学問です。それにより、実践としての
会計の現在を認識し、未来を予測し、そして社会の動向を観察することがで
きます。授業では、「社会の洞察力の養成」を意識していました。
　企業は、会計基準に基づいて財務諸表を作成します。その会計基準は、社
会の要請を反映しています。会計に対するニーズは社会の変動から影響を受
けます。企業が作成する財務諸表の内容は、時代とともに変化するのです。
財務諸表作成のための会計基準も改変されることになります。
　私の大学院時代の研究室では、そのような財務諸表作成行為のルーツがド
イツにあるとしていました。そこで、ドイツ語文献を読まなければならなく
なりました。でも、それほど勉強したわけではありませんので安心して下さ
い。英語もフランス語もドイツ語も、ほんの少しだけ齧った程度ですので、
話すのは無理です。
　修士論文は、アメリカの文献を基礎にした「会計における真実性に関する
一考察」でした。そこでは、その当事に流行っていた「中立性」を強調する
会計理論に反論を加えました。その執筆は、事実 fact と真実 truth について、
意識を深くする契機になります。
　さらに、博士課程に進学。フランスの会計制度についての研究に取り組み
ます。フランスでは、企業会計と社会会計が緊密であることがひとつの特徴
でした。その研究の筋道をつけて下さったのは大学時代の恩師でした。その
研究成果は、「プラン・コンタブルの改正とフーラスティエの会計思考」と
題して、会計研究学会東北部会で発表することになります。また、学会誌
『會計』の掲載に至ります。
Ⅲ．岩手県盛岡へ赴任
　学会発表がなぜ東北なのか。それは、岩手県盛岡市所在の県立短期大学で
教鞭をとっていたからです。私が赴任することになる学科は、仙台市の某国
立大学出身の教員で占められていました。教員人事については、その某国立
大学に依頼していたようです。大学時代の授業「管理会計論」の担当教員が、
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その某国立大学に異動していました。相談を受けた大学時代の教員は、私の
ことをよく覚えておられたようで、私を推薦してくださいました。大学院の
恩師に推薦を受けたことを報告したところ、恩師ご自身が集中講義でその
短大に出向いていたことが判明します。偶然は重なるものだとおもいました。
そのようなわけで、盛岡への赴任が決まります。
　しかし、問題がありました。大学院に在籍しながらの就職でした。国立大
学では、「二足の草鞋（わらじ）を履く」ことを許していませんでした。国
立大学出身で占められていたその短大の教員から、大学院の退学を迫られま
した。しかし、１年間退学せずに在職していましたので、私に対する風当た
りは強くなってしまいました。このことで、特に私に辛く当たってきた教授
は仙台に、私は八王子に勤務先が変わりました。年月は流れ、出張先の新大
阪のホテルで遭遇します。和やかに歓談したそのあとで、「あの時は御免」
と謝罪してきました。かつての悪印象が消える瞬間でした。こんなことがあ
るなんて、人生の面白さを感じました。
　東北新幹線がなかった時代でしたので、６・７時間乗車して、一週間に一
度、千代田区の大学院に通い続けました。車中は、動く書斎となりました。
食堂車も楽しみの一つでした。
　岩手県立の短大に在職中には、有識者として、盛岡市住宅委員会の委員や
講演を依頼されていました。また、学生部長として、学生の団交にも対応し
ました。そのころは、まだ学生運動が盛んでしたので、非常勤として「簿記
論」を担当していた盛岡市所在の国立大学でも学生の主張を表示する「立て
看板」が林立していましたし、多くの大学が荒れていました。
　この盛岡時代に、私の研究対象も環境問題を視野に入れた会計学に範囲を
広げていました。
Ⅳ．本学着任の経緯
　或る日、岩手県盛岡市所在の医科大学の教員２人と私の３人で創価大学を
訪れる機会がありました。創価大学は、その当時の他大学と異なり、「立て
看板」もゴミもなく綺麗な大学でした。大学当局が、学生も教員もしっかり
と管理しているから整然としたキャンパスになっているのだとおもいました。
そのような大学のスタッフになってしまったら、息が詰まって大変だろう
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と、帰路の東北線車中、浅薄にも、一緒に訪れた３人共に頷きあっていまし
た。創価大学の使命を悟るのは、その後のことです。
　その創価大学訪問直後、創価大学の当時の学長代理の方から八王子に新設
する短大への転籍のお電話を頂きました。その代理の方は、奇しくも大学時
代の先輩でした。私が１年生のときに、メンバーが３人しかいない学内サー
クルの４年生の中心者だったのです。開学後、本学の初代事務長となるとは、
大学時代に夢にもおもいませんでした。
　さて、異動のお話を頂いたときに、真っ先に頭に浮かんだことは、管理さ
れ過ぎているようにみえた大学の印象でした。そのスタッフになることに一
抹の不安がありました。また、女子の短大であることにも抵抗を感じました。
盛岡では男女共学の短大でした。女子だけというのは性分に合わないと思い
込んでいました。お断りする心算でいましたものの、返事を考える時間を頂
きました。その間に、お断りのダメ押しのため、恩師や同僚に種々相談しま
した。しかし、すべての相談相手から、予想に反して異動するよう勧められ
ました。熟考しました。異動する決意を固める決定打は、創立者の存在でし
た。
　本学への異動の判断が正しかったと実感するのは、創立者からプレゼント
されたネッカチーフを誇らしげに巻いた一期生が、颯爽と入学式典会場に入
場してきた瞬間です。眩し過ぎる一期生の姿に圧倒されました。
Ⅴ．学びの道のこだわり
　本学異動４年目に、オーストラリアのシドニー所在のニューサウスウエル
ズ大学に在外研究員として派遣して頂きました。その成果として「オースト
ラリアの付加価値会計」として、日本社会関連会計学会第３回大会で発表し
ました。
　さらに、「企業会計と環境問題」として日本社会関連会計学会関東部会で
発表。そこでは、環境問題が企業会計に及ぼす現代的意義を示すとともに、
経営者の社会的管理思考を配慮して企業会計を再構築すべきであると論じま
した。
　その他に、いくつかの論文・研究ノートなどもそれなりに書いてきました。
しかし、すべて満足のいくものではありません。恥ずかしい限りです。
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　大学時代および大学院時代の恩師、お二人とも会計学を社会・経済との関
連で解き明かそうとする点はおおよそ一致していました。当然のことながら、
学者としてのこだわりはお二人は大きく異なっていました。
　話は戻りますが、大学３・４年生にゼミ幹事であった私は、ゼミナール連
合会主催のその当時盛んであった他大学のゼミ生との交流試合に参加する
ことを提案しました。しかし、学部時代の恩師は、そのことに賛意を表し
ませんでした。大学時代には、そのようなパフォーマンスに興じることなく、
じっくりと考える力を身につけるよう指導されました。
　私が大学の教員になった後も、その恩師は、マスコミに取り込まれないよ
うに、また、教科書ライターにならないように、そして、学問の道に徹する
よう言われ続けました。たとえ飲んで夜遅く帰宅したとしても、必ず机に向
かうように心がけなさいと助言されました。研究向上を妨げるような仕事を
引き受けないようにとも指南されました。
　大学院時代の恩師は、研究学会の役員になることに積極的でした。海外の
研究者との交流にも心血を注いでいました。有難かったのは、当時勉強に勤
しむ場所がなかった大学院生に、ご自身の研究室を開放してくださったこと、
また、海外の研究者や日本の研究者との交流ができるよう計らってくださっ
たことです。そして、出版社を大事にすることも教えて頂きました。
Ⅵ．教育のこだわり
　両恩師に学んだこと、それは、社会の動向を究める力、洞察力でした。
　しかし、今日では、即戦力の養成を大学に求めています。「職業に結びつ
く知識や技能を高める実践的なプログラムを大学に設ける」との提言が、政
府の教育再生実行会議からなされました（2015 (H27) 年３月４日）。それを
受けて、文部科学省が公表した「実践的な職業教育を行う新たな高等教育機
関の在り方について（審議まとめ）」（2015 (H27) 年３月 27 日）でも、質の
高い専門職業人を養成するため、実践的な職業教育を行う新たな高等教育機
関の創設を提言しています。
　アカデミックな教育課程に偏った大学の変革が迫られています。いわゆる
実学重視の教育に大学が変わろうとしています。
　今日の産業社会は、どんな状況にあるのでしょうか。AI の進展により今
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まであった職業がなくなるともいわれています。雇用も流動化することで
しょう。生涯にわたって同一の仕事をやり続けることができないかもしれま
せん。そのため、キャリア・アップやキャリア変更を求められる場面も想定
されています。そのような社会に対応できる人材の育成を教育機関が担うこ
とになります。
　しかし、単なる実学教育だけでは、科学技術の進展や産業構造の変化に対
峙できないとおもいます。どのような場面に遭遇しても、それを乗り越える
力、それこそが考える力に違いありません。社会がどのように変転していく
かを究める力こそ大学教育に必要であると認識しています。短大において、
実践力の養成のみならず思考力の養成もこれからも続けられんことを願って
います。
エピローグ
　副題として、「明日（あした）に生きる花束を君に」と付けました。どん
な花束か？それは、恥ずかしながらお話した私の愚かしい経験です。大学時
代の決断の失敗は、自分の中で勝手に思い込んでいたことであり、あとから
みると若気の至りの勘違いでした。全てにおいて意味ある出来事でした。
　その大学に進学し、ゼミナールを選択したからこそ、学びの道の師に出会
うことができました。苦労したフランス語を選択した故に、フランスの研究
の道も開かれました。アナウンサーにはなれませんでしたが、教壇で話す機
会を得ることができました。岩手県への就職も、本学への異動も、一本の糸
で結ばれているようにおもえてなりません。
　皆様には、もっともっと素敵な輝かしい人生が待っています。失敗を恐れ
ずに自ら掲げた目標達成のために果敢に挑戦しましょう。100 年といわれて
いる長い人生の途上、失敗したとか負けてしまったなどの敗北感を味わい、
思い悩むこともあるかともおもいます。しかし、聡明な皆様は、それをつぎ
のステップのチャンスとして、更なる山に向けて明るく爽やかに登攀すると
信じています。
　当初、女性だけの学生に接することに躊躇していた私ですが、「人間教育
の光の城」の本学で秀麗な皆さんと学び合えたことこそが、私の一生の宝で
す。光り輝く宝石のような瞳の皆様に最終講義を受けて頂きこれほどの喜び
18 創価女子短期大学紀要　第50号
はありません。本当に有難うございました。最後に、拙くて恐縮ですが、歌
を聞いてください。私の宝物である皆様に、「’O sole mio（わたしの太陽）」
を贈ります。
